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分布のまとめ方

高木 廣文

東邦大学医学部看護学科

国際保健看護学研究室

データのまとめ方

●質的データの場合：

単純集計と度数分布表の作成

(1)カテゴリごとに人数を数える

(2)人数から割合（％）などを求める

(3)表や図にまとめる

度数分布表 frequency table

棒グラフ，円グラフ，帯グラフなど

度数分布表 frequency table
(例)ABO式血液型のデータ

血液型 度数 相対度数

Ａ １７ ４２．５

Ｂ ８ ２０．０

Ｏ １２ ３０．０

AB ３ ７．５

計 ４０ １００．０

●用語について

度数：人数，個数，頭数，枚数など

frequency

割合：proportion

←→昔は「比率」と誤って呼ばれていた。

今でも，その名残がある。

棒グラフ bar-graph

図　血液型の棒ｸﾞﾗﾌ（人数）
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円グラフ pie-graph

図　血液型の円グラフ
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帯グラフ rectangular graph

図　血液型の帯グラフ
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量的データのまとめ方

・データの分布を調べる。

度数分布表の作成。

（例）体重のデータ：

どのように人数を数えればよいのか？

→ ５Kg ごとに幅を決めて人数を数える。

区間，階級 class の設定。

量的データの度数分布

表． 体重の度数分布表

区間(Kg) 度数（％） 累積度数（％）

35 ～ 40 1( 2.0) 1( 2.0)
40 ～ 45 5( 10.0) 6( 12.0)
45 ～ 50 4( 8.0) 10( 20.0)
50 ～ 55 7( 14.0) 17( 34.0)
55 ～ 60 9( 18.0) 26( 52.0)
60 ～ 65 11( 22.0) 37( 74.0)
65 ～ 70 8( 16.0) 45( 90.0)
70 ～ 75 5( 10.0) 50(100.0)

計 50(100.0)

ヒストグラム histogram
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折れ線グラフ frequency polygon

0

5

10

15

20

25

35 40 45 50 55 60 65 70
体重(Kg)

％

累積折れ線グラフ
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幹葉表示 stem-and-leaf display

3･｜9 39
4*｜02224          4042424244
4･｜6788              :
5*｜0012444           :
5･｜566777888        :
6*｜01111222344       :
6･｜56677789          :
7*｜00004          7070707074

図．体重の幹葉表示

分布の代表値

●分布の代表値とは
代表値：average

→ 分布を代表する値とは何か？

(1)分布の真中辺のデータの値
(2) も多いデータの値

→ 分布の「位置の尺度」とも呼ばれる

分布の３つの代表値

●分布の３つの代表値

(1) 平均値 mean
(2) 中央値 median
(3) 頻値 mode    

平均値 mean
全データの総和を標本数で割ったもの：

データの合計
平均値＝───────

標本数

記号：ｎ個のデータをｘ１,ｘ２,…,ｘｎ
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平均値の例：

例)５人の体重のデータ：50,45,60,70,55Kg

x

50＋45＋60＋70＋55
平均値＝──────────

５

＝ 280／５＝ 56 (Kg)

中央値 median
データを大きさの順に並べた場合，ちょう
ど真ん中の順位にくるデータのもつ値。
Ｎ個のデータ大きさの順に並べる：

ｘ１≧ｘ２≧…≧ｘＮ

とすると，

●Ｎが奇数：中央値

●Ｎが偶数：中央値
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中央値の例１：

例)５人の体重のデータ：50,45,60,70,55Kg

(1)まず大きさの順に並べ替える：

→ 45,50,55,60,70（Kg）

(2)標本数５は奇数なので，

(5+1)/2＝３番目

のデータが中央値 中央値＝55(Kg)

中央値の例２：

６人の体重のデータ：50,45,65,60,70,55Kg

(1)まず大きさの順に並べ替える：

→ 45,50,55,60,65,70（Kg）

(2)標本数６は偶数なので，6/2＝３番目

と４番目のデータの平均値が中央値：

中央値＝(55＋60)/2＝57.5（Kg）

最頻値 mode
も人数（度数）の多いデータのもつ値。

実際には，標本数が少ない場合，データが連
続的なことから，各データの人数は少なくな
り，どのデータが 頻値かを決めるのは困難。

度数分布表の利用

も度数の多い区間の真中の値（級心）を

頻値とする。

その他の位置の尺度

● 小値 minimum value：データ中 小の値
大値 maximum value：データ中 大の値

●パーセンタイル percentile（百分位）：

大きさの順にデータを並べ，小さい方から

累積して何パーセントの点にあるかを示す。

→ 5，10，25，50，75，90，95ﾊﾟｰｾﾝﾀｲﾙ

（第１，２，３四分位quartile）


